
 

第 183 回学長定例記者会見  発表事項３     

 

令和 7 年 9 月 29 日 

 

文部科学省「未来を先導する世界トップ 

レベル大学院教育拠点創出事業」に採択されました  
                           

    

文部科学省が実施する「未来を先導する世界トップレベル大学院教育拠点

創出事業」は、「徹底した国際拠点形成（国際化）」と「徹底した産学連携教

育」の実施を通じて、豊かな学識と国際性、高度な実践性を身に付けた博士

人材を育成する機能を高めるとともに、組織内の資源配分の見直し等を通じ

て、質の高い博士人材の増加を図る大学院教育拠点の形成を支援することを

目的としています。 

 

  本学は、本事業において「総合型」（研究科等を越えて変革を目指す総合大

学における全学的な取り組み）に、中四国 7 大学（島根大学、岡山大学、山

口大学、徳島大学、香川大学、愛媛大学、高知大学）を参画大学として申請

し、令和 7 年 9 月 16 日に採択されました。 

 

本学を含む全体の申請 28 件（総合型 18 件、特色型 10 件）のうち、採択

されたのは 6 件（総合型 4 件、特色型 2 件）のみで、西日本地域では、広島

大学が唯一採択されました。 

本事業の補助期間は令和 7 年度から同 13 年度までの 7 か年度で、初年度

は 3.65 億円を上限として予算が配分されます（補助期間最終年度の前年から

段階的な予算削減措置あり）。 

 

 本学は、「持続可能な発展を導く科学」を実践する世界的大学院教育拠点形成

を目指し、以下の取り組みを実施します。 

 

・大学院教育マネジメント改革と人事制度改革の実施 

・「世界トップレベルの大学院教育を目指す国際拠点形成構想〜ASEAN・南ア

ジア・アフリカ諸国と欧米諸国を繋ぐ国際ハブ大学構想〜」による国際化の

達成 

・Industry Advisory Board との共創による全分野での徹底した産学連携教育 

の実施 

・参画大学と協力し、トランスファラブルスキルを持った博士人材の教育を実

施し、地域発の日本のイノベーションを創出 

 

これらの取組を通じて博士教育の質向上と博士人材輩出数の拡大を図ることで

世界的大学院教育拠点を形成し、日本のイノベーションを推進するリーダーと

なる博士人材の育成を推進して参ります。 

 



 

 
【お問い合わせ先】 

教育室教育部教育推進グループ  

副グループリーダー 辻 誠 

TEL：082-424-7133 

E-mail： leading-program-gl@office.hiroshima-u.ac.jp 
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